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1-1.目 的
湖底を面的に捕捉することが可能なマルチビーム測

深器を使用し、猪苗代湖に流入する代表的一級河川
の“長瀬川”における河口水域および北側湖棚崖の
環境調査に伴う湖底地形状況を把握するために実施
したものである。

本調査は、

☆東北大学大学院工学研究科土木工学専攻

☆日本大学工学部土木工学科

☆東北工業大学工学部建設システム工学科

の共同研究への技術協力である。

1-2.調査期間
2009年5月22日～24日（艤装・計測・解除）

1.調 査 概 要



① 長瀬川河口から

湖心を含む延長線上路線

② 北部湖棚域から

湖棚崖の傾斜路線

③ ①路線から

1km平行な路線

④ 東側、川桁断層が

走っている路線

⑤ 余裕をみて適宜実施

2.調 査 測 線



●Ｓｅａｂａｔ8125
（マルチビーム測深器）

3.使 用 機 器



●OCTANS（動揺・方位センサー）



●クレセントR110（測位・誘導）



●SVPS（水中音速度計）



4.調査内容
●現地踏査 5/1

調査にあたり、効率よく目的に即した計測作

業が実施できるよう現地の確認を行った。

艤装は西側入り江にあり、波が穏やかな水域
だった中田浜マリーナとし、測量船は動揺の少な
い和船とした。

測位と誘導に使用するＧＰＳの精度確認のた
め、長瀬川河口左岸にある“三等三角点砂浜”

を確認した。

湖面水位の変動を確認するため、国管轄の
“十六橋水位観測所”を確認した。



艤 装 作 業 箇 所

中田浜マリーナ

測量船



ＧＰＳ精度確認 三等三角点 砂浜

遠 景

近 景

長瀬川河口左岸



水位観測 十六橋水位観測所

十六橋水位観測所

十六橋

日橋川河口



水 域 状 況

長瀬川河口部

天神浜より北

天神浜より南



●ＧＰＳ精度確認 5/16

三等三角点 砂浜を使用しGPS精度確認を実施し
た。結果は約20cm以内の較差であった。
（SBAS補正情報を使用）



GPS精度確認結果表



●艤装・テスト 5/22
和船に角材等で固定金具を設置し、ｿﾅｰﾍｯﾄﾞを据え

付けｼﾞｬｯｷﾍﾞﾙﾄで前後に張り固定した。またﾌﾟﾛｾｯｻｰ
等は、簡易ﾎﾞｯｸｽに装備し滑り止めで固定した。



艤装後は入り江内でテスト実施し機器の導通確認

を行った。



●計測・再艤装・テスト 5/23
小雨の中、早朝3：30にマリーナを出航したが測線

までの回航中に、沖に出るにつれ次第に北西の風も強
く、波高も約1.0ｍとなり和船では危険と判断しやむ
なく計測中止とした。



昼過ぎにマリーナに帰港し、風波による測量船の

動揺と雨天でも観測が中断しないよう考慮し、船室
のあるプレジャーボートに再度艤装をした。



艤装後は湖棚崖の傾斜のある水域でパッチテ

ストを実施した。

パッチテストは顕著な突起物周辺や地形変化
点等で往復計測し、対象物の形、傾斜等の相違
から解析ソフトにより、ソナーヘッドのオフセット
値（取付角）の補正値を求めるものである。
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4:00 中田浜マリーナ
↓約8km ４ノット １時間

5:00 測線①BP（表層の音速度測定）
測線①の湖心部で再度音速度測定

↓約9km ４ノット 1時間30分
6:30 測線①EP
↓約1km ４ノット 10分
6:40 測線③EP
↓約9km ４ノット 1時間10分
7:50測線③BP
↓約1km ４ノット 10分
8:00測線②湖棚崖水域
計測できるかぎり実施

5/24計測予定の確認



●計測・艤装解除 5/24 計測状況写真



計測状況写真



計測航跡図

青：猪苗代湖岸線データ

黄：調査測線

緑：5/23計測航跡
赤：5/24計測航跡



●湖面高測定 5/25
一般国道49号の水準点4250から直接水準測量に

より湖面高を測定した。



5.データ解析

測深データ
ﾅﾛｰﾏﾙﾁﾋﾞｰﾑ

データ収録装置
HYPACK MBMAX

補正データの結合
ノイズ除去

等深浅図・水深図・鳥瞰図

測位データ
GPS

動揺・方位データ
OCTANS

音速度データ
SVPS

水位データ

ＴＩＮモデル作成

メッシュ変換

XYZデータ
ファイル作成

データ解析フロー



●ノイズ処理・補正データの結合

取得したマルチビ－ム測深データ(デジタルのランダムデータ)は以下の
補正を施した。

船体動揺補正; 船の航行によるロール、ピッチ、ヒ－ブ

方位補正； 真北からの進行方向のズレ

水中ヘッドの吃水補正； 水中での音波発射位置の補正

基本補正



音速度補正
水中による音波の伝播速度を補正

するため、SVSPによる水中音速度

鉛直データを取り込み、水中音速度

の補正を行った。



基準面補正

本調査の基準面は、猪苗代湖の湖沼図で使用している測深基準面の

標高T.P514.0ｍとした。

計測期間中の水位変動については、十六橋観測所のデータから計測

期間中は変動がないことを確認し、水準点から直接水準測量により得

た水面標高T.P513.35ｍを計測中の水面標高と仮定し使用した。

測深：50m
水深：50.65ｍ

水深0ｍ（T.P514.0ｍ）

水面標高（T.P513.35ｍ）

湖 底 面

水 面

基準面



ノイズ処理（一時処理データ）

解析ソフトを使用して、全取得データよりエラーデータ（水中の

ゴミ、泡、魚群等によるスパイクノイズ等）の除去処理を行い、

一時処理データとした。



● XYZデータファィル作成



●メッシュ変換
・XY直行の1ｍメッシュ
・メッシュ内の平均水深をメッシュ中央に配置

測線2
湖棚崖水域



● TINモデル作成→鳥瞰図
測線2
湖棚崖水域（平面）



測線2
湖棚崖水域（西方向） 高さ：5倍強調



測線2
湖棚崖水域（南東方向） 高さ：5倍強調



測線1 測線3


